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集団宿泊活動プログラムづくりの留意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立社会教育総合センター 
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 「子どもたちの力となる宿泊体験活動にしたい」と考えていませんか？ 

あるいは、体験活動プログラムを企画する時に「昨年と同じでいいかな」「どんなことをしたらよ

いのか分からない」と悩んだことはありませんか。 

 

集団宿泊活動では、日常とは異なる生活環境の中で、豊かな自然や文化に触れる体験や仲間と協

力・協働しながら生活をする体験ができます。具体的な体験やかかわり合いを通して、児童・生徒

は感動したり、驚いたり、また、失敗したりしながら、「なぜ」「どうして」と考えを深め、実際の

生活や社会、自然の在り方について学んでいきます。五感を通して、様々なことを知る体験的な活

動は、児童・生徒の思考を活性化させ、学ぶことの喜びや意欲を生み出すことにもつながります。 

そのような集団宿泊活動における学びの効果を高めるためには、指導する側が「教育的効果を高

める指導のポイント」をしっかり押さえながら、計画・実施していくことが大切になります。 

 

体験活動において成長が期待できる児童・生徒の力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

集団宿泊活動において期待できる児童・生徒の成長 

コミュニケーション 

能力 

自分のことは 

自分でする力 

何事も最後まで 

やり遂げる力 

リーダー性 

自己をふりかえり、 

集団を見つめなおす力 

自然に親しんだり、 
環境について考えたり 

する力 
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 教育的効果を高めるためには、まず指導者の「思い」（伸ばしたい力や感じてほしいこと等）を

整理し、「ねらい」を明確にする必要があります。言い換えると、「『何のために』その活動をする

のか」を念頭に置き、「『どのように』児童・生徒の成長を促すのか」を考えるということです。「ね

らい」に即した活動プログラムづくりを行い、プログラムに一貫性（ストーリー）をもたせ、効果

を高めましょう。 

 

 

 「体験」とは、子どもたちが体全体で対象に働きかけ、かかわっていく活動のことです。「五感

（見る・聞く・味わう・嗅ぐ・触れる）」を働かせたり、組み合わせたりして外界の物事や事象に

働きかけ、学ぶことです。「体験活動」とは「体験を通じて何らかの学習が行われることを目的と

して、体験するものに対して意図的、計画的に提供される活動」を指します。つまり、「体験」の

教育的効果を高め、「体験活動」にするためには、「ねらい」に沿った指導者の意図的な計画や仕掛

けが必要になります。 

 実施する活動に対して、３つの学習過程を仕組むことが基本です。福岡県が展開している「鍛ほ

め福岡メソッド」においても、３つの活動として、達成する目標を決め、活動にチャレンジする気

持ちを高める〈目標設定の活動〉、目標の達成に向かって、主体的に活動・挑戦する〈挑む活動〉、

活動のプロセスを振り返り、次への意欲をつなぐ〈振り返る活動〉の活動サイクルを基本的な仕組

みとしています。 

 このサイクルを繰り 

返すことによって、た 

だ「体験」するだけで 

はなく、「体験」と「学 

び」がつながり、学び 

のある「体験活動」へ 

と発展していくと考え 

ます。また、これに 

よって成功する体験を 

積み重ねた子どもたち 

は学び方が習慣化され、 

自律的に成長するため 

の原動力となる人格的 

資質が育ちます。 

 

教育的効果を高める指導のポイント 

１ 「ねらい」を明確にしましょう 

２ 「体験」から学びのある「体験活動」へ 

【「鍛ほめ福岡メソッド」を関連させた体験活動サイクル図】 
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 集団宿泊活動や体験活動プログラムに慣れていない人は、「せっかく自然体験に来たのだから」

と、あれもこれもと活動を詰め込みがちです。たくさん活動を詰め込むと、子どもたちはスケジュ

ールをこなすことに追われ、自分で考えたり、工夫したりして問題を解決する機会を奪われてしま

います。また、忙しすぎるプログラムは疲労の蓄積や注意力の低下を招き、安全面・管理面でもリ

スクを高めます。 

 子どもたちの学びの機会を途切れさせることなく、しかも活動が進むにつれて子どもたちの学び

が次の活動でも活かされ、深まっていくような活動の流れ（順序）に配慮しながらプログラム全体

の構成を整えることが大切です。 

 プログラム全体の流れを整える手立てはいろいろ考えられますが、一例として「起承転結」とい

う考え方があります。 

【プログラムデザイン イメージ図】 

        プログラム                  流れ（ストーリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

このように、単に「やりたい活動」「できる活動」を並べていくのではなく、はじめに「ねらい」

達成に向かう全体の流れを整えてから、流れに見合った活動を順序良く当てはめていくことが効果

的なプログラムデザインのコツです。 

 

 

 子どもたちの集団宿泊活動への意欲や気持ちを維持していくためには、「振り返る活動」が大変

重要です。チャレンジの結果、目標を達成できた場合は結果だけでも褒めることができますが、達

成できなかった場合は気持ちが低下してしまう可能性があります。さらに個人の能力や失敗に原因

を求めてしまうのは、本当によくありません。ここで大事なのは、目標達成に向けて努力を重ねた

「プロセス」を振り返り、褒めることです。 
 

【「振り返る活動」イメージ図】 

 

 

 

 

 

３ 全体の流れ（ストーリー）を意識しましょう 

４ 「振り返る活動」を大切にしましょう 

起 
つかむ 

見通す 

承 
気づく 

学ぶ 

転 
課題に 

挑戦する 

結 
振り返る 

 

子どもたちの興味や関

心を引き出す活動 

気づいたことを試した

り、学んだことを生かし

たりする活動 

ややハードルの高い活

動や自分たちで選択し

ていく活動 

達成感や学んだ価値を

整理したり分かち合った

りする活動 

各
活
動 

子どもの
気づき・
学び 

「成功や失敗からいろいろ
なことに気づきましたね。素
晴らしい！次の活動が楽しみ
ですね。」 

こうして
みよう！ 
やるぞ！ 「達成するには何が必要？」 

「達成できた原因は何？」 目標達成！ 

達成できず… 
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 ここでは、「利用申込書」の書き方とプログラムデザインのこつを紹介します。 

【利用申込書（活動計画）】書式 

 

① 利用団体の基本情報 

□「団体名」は可能な限り、「正式名称」で記入します。 

□「代表者」は、校長名や利用団体の長の氏名、「担当者」は、担任名、利用における担当者名を 

記入します。 

□「TEL」「FAX」「携帯」「E-mail」は、「担当者」の方の連絡先を記入します。日頃、連絡が 

つきやすいものを記入してください。プログラム調整時に、センター職員より連絡をさせていた

だきます。 

□「利用期間」は、予約した期間との相違がないように記入します。 

□「入退所時刻」は、「センター着」と「センター発」の時刻です。あくまでも予定で構いません。 

□「利用目的」は必須です。研修や合宿の目的やねらいを記入します。 

□「利用人数」は記入時のできるだけ正確な人数を記入します。しかし、その後の変更は何度でも 

可能です。（利用日の１０日前１２：００までが最終期限⇒「食数」の変更期限） 

□当日のバス、自家用者の台数も忘れずに記入します。「留め置き」「送迎のみ」の欄がありますの 

で、ご注意ください。 

□「備考」欄には、利用についての「要望」や「質問」を記入します。特になければ、空欄で構い 

ません。 

「社教センター」利用におけるプログラムデザイン 

① 

② 
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② 活動計画 

【記入例：「友情・協力」をねらいとした１泊２日キャンプのとき】 

 

 
（１）基本事項 

○当センターで実施する活動や研修は、学校や団体の「自主展開」が基本です。 

○当センターには、全ての利用団体共通の時間帯があります。お互いに気持ちよく過ごすために、 

順守をお願いします。 

午前 午後 夕 

「起床」 ６：３０ 

「朝のつどい」 ７：１５～ 

「朝食」 

７：３０～９：００の間 

「退所点検」 ８：３０～ 

「昼食」 

１２：００～１３：００の間 

「代表者会議」 １６：３０～ 

※担当者１名以上 

「夕べのつどい」 １７：１５～ 

「夕食」 

１７：３０～１９：００の間 

「入浴」 

１７：３０～２２：００の間 

「消灯」 ２２：３０ 

○活動可能な時間については、一日を３つの時間帯に分けて考えます。基本的には…、 

「活動１」⇒午前 ９：００～１２：００ ／ 「活動２」⇒午後１３：００～１６：３０ 

「活動３」⇒午後１９：００～２１：００ となります。 

○「活動資料」にあるセンターが紹介する活動については、用具等の準備、活動前の説明等は支援 

します。用具準備のため「人数×グループ数」を記入が必要です。 

○活動と活動の間には、線を引きます。 

○「入所（到着）」「退所（出発）」を表す線は、「太線」で表します。 

○「入所」と「退所」は、９：００～１６：３０の間で設定します。 

○活動場所は他団体の活動も含めた調整となりますが、利用希望がある場合は記入します。 

○「食事」欄（朝・昼・夕）の該当する□にチェック（レ）を記入します。野外炊飯食材やお弁当 

注文のときは、「メニュー名」も忘れずに記入します。 

○「入浴時間」も他団体との調整となりますが、「希望時間」を記入します。 

○「貸出希望物品」も忘れずに記入します。 

○宿泊室への入室可能な時間は、清掃や整備の都合上、午後からとなります。 

 

（２）活動プログラムについて 

【記入例：「友情・協力」をねらいとした１泊２日キャンプのとき】 

活動１ 活動２ 活動３ 

入所事務 

入所式 

スコア 

ビンゴ 

野外炊飯 

○人×△G、△人×□G 

スコアビンゴ 

○G 
キャンプファイヤー 

入浴 

就寝準備 

フォトラリー 

Aコース△G、Bコース□G 

フォト 

ラリー 
振り返り 

退所式 

退所 

点検 

フォト 

ビンゴ 

レクリエー 

ション キャンドルのつどい 

仲間づくりプログラム 

○G 

仲間 

づくり 

レ 

レ 

レ レ 

カレー ○ 

水 

○ 

△ 

□ 

木 

からあげ 

２１：００ 

マイク×２ 

CD ラジカセ 

ドラムコード 

 

雨天時：フラフープ×１２、 

雨天時：パイプライン、ジャンボシーソー 

    平均台、キーパンチ、 

ブラインドスクエア 
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○１つの時間帯に入れる活動の数は、「１つ」が妥当です。２～３時間の間で、じっくり取り組む

方 

が「ねらい」を達成しやすいと考えます。 

例①：活動１「スコアビンゴ」１１：００～１４：３０の内訳案 

時 １１：００ １１：３０ １３：３０ １３：４５ １４：１５ 

活

動 

説明 

目標設定 等 

活動開始 

※昼食含む（班ごとに戸外で） 

集合 

採点・集計 

結果発表 

振り返り 

移動・次の

活動準備へ 

※「目標設定の時間」や「振り返る時間」、「移動時間」や「休憩時間」等も踏まえて、活動を 

デザインします。 

例②：活動２「野外炊飯活動」１４：３０～１９：００の内訳案 

時 １４：３０ １５：００ １５：３０～ １７：３０ １８：００ １８：４５ 

活

動 

準備・移動 

目標設定 等 

説明 活動・調理 

開始 

食事 片付け 

食器点検 

振り返り 

移動・準備 

 ※「野外炊飯活動」は、活動の特性上、より時間が必要となります。 

 

○ねらいに沿った全体の流れ（ストーリー）を意識して、活動をプログラムします。 

例： 

 

 

 

 

 

 

 
「入所式」で、こ

のキャンプの目標を
設定したり、確認し
たりして、期待感を
高める。 
「スコアビンゴ」

で、仲間とともに活
動するために必要な
ことをつかむ。 

この段階では、役
割分担や協働を繰り
返しながら、成功体
験や失敗体験を積み
重ねる。その中で、
自分が仲間のために
できることを考え
る。 

これまでの学びを
生かしながら、グル
ープの仲間だけで、
写真の情報のみを頼
りに課題を解決する
フィールド活動にチ
ャレンジする。新た
な価値を学ぶ。 

互いに達成感を分
かち合い、自分の良
さや仲間の良さ等気
づいたことや学んだ
ことを整理する。 
これからの自分に

ついて考える。 

  

 

入所事務 

入所式 

スコア 

ビンゴ 

野外炊飯 

○人×△G、△人×□G 

スコアビンゴ 

○G 

キャンプファイヤー 入浴 

就寝準備 

フォトラリー 

Aコース△G、B コース□G 

フォト 

ラリー 
振り返り 

退所式 

退所 

点検 

フォト 

ビンゴ 

レクリエー 

ション 

キャンドルのつどい 

仲間づくりプログラム 

○G 
仲間 

づくり 

レ 

レ 

レ 

レ 

カレー ○ 

水 

○ 

△ 

□ 

木 

からあげ 

起 
承1 

転 
結 

承２ 

日常の
生活へ 

 

学校で 
家庭で 
地域で 

 
生かす 

起 
入所式 

スコアビンゴ 

承 
野外炊飯活動 
キャンプ 
ファイヤー 

転 
フォトラリー 

結 
振り返り 

退所式 

子どもたちの興味や

関心を引き出す活動 

気づいたことを試し

たり、学んだことを生

かしたりする活動 

ややハードルの高い

活動や自分たちで

選択していく活動 

達成感や学んだ価

値を整理したり分か

ち合ったりする活動 

各
活
動 

マイク×２ 

CD ラジカセ 

ドラムコード 

 

雨天時：フラフープ×１２、 

雨天時：パイプライン、ジャンボシーソー 

    平均台、キーパンチ、 

ブラインドスクエア 
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 当センターでは、皆様の自主的な研修を支援するために、次のような体験活動を準備してい

ます。条件によっては、実施できない活動もありますので、事前にご相談ください。 
 

【一覧】※最適人数や所要時間はあくまでも目安です。 

 活   動 最適人数 所要時間 ページ 

フ
ィ
ー
ル
ド
活
動 

F-1 スコアビンゴ ～２００名 ２時間 １０ 

F-2 フォトビンゴ ～２００名 ２時間 １２ 

F-3 ウォークラリー ～２００名 ２～３時間 １４ 

F-4 登山 ― ４～７時間 １６ 

F-5 樹芸の森フォトラリー ～２００名 ３～５時間 １８ 

F-6 樹芸の森ハイキング ― ３～５時間 ２０ 

F-7 篠栗ハイキング ― ２～５時間 ２２ 

F-8 ささぐりさぐり ～１００名 ３～７時間 ２４ 

F-9 きずなの森プログラム ～１００名 1.5 時間～ ２６ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動 

R-1 キャンプファイヤー ― １～２時間 ３２ 

R-2 キャンドルのつどい ― １～２時間 ３３ 

R-3 マ雨イドアクアリウム ～１００名 １～２時間 ４２ 

R-4 センターワクドキたんけん隊 ～１００名 １～２時間 ４４ 

R-5 館内ビンゴ ～１００名 １～２時間 ４６ 

R-6 館内フォトビンゴ ～１００名 １～２時間 ４８ 

R-7 館内スコアビンゴ ～１００名 １～２時間 ５０ 

R-8 ボッチャ ～７２名 １～２時間 ５２ 

R-9 カプラ積木 ～１５０名 １～２時間 ５４ 

R-10 シャキョウレンジャーからの挑戦状 ― １時間～ ５６ 

R-11 仲間づくりプログラム ～１００名 1.5 時間～ ５８ 

自
然
・野
外
活
動 

N-1 野外炊飯活動 ～８０名 ４～５時間 ５９ 

N-2 ナイトハイク ― １～２時間 ６４ 

N-3 星空観察 ― １～２時間 ６６ 

N-4 火おこし体験 ～６０名 １～２時間 ６８ 

ク
ラ
フ
ト
（工
作
）活
動 

C-1 焼き杉工作 ― ２～３時間 ７０ 

C-2 古代ペンダントづくり（勾玉） ― ２～３時間 ７２ 

C-3 プラホビー（プラ板工作） ― １～２時間 ７４ 

C-4 しおりづくり ― １～２時間 ７６ 

C-5 紙すき（はがきづくり） ― ３～４時間 ７８ 

C-６ キャンドルづくり ― ３～５時間 ８０ 

C-７ 森のクラフト ― ２～３時間 ８２ 

C-８ 紙飛行機づくり ― １～２時間 ８４ 

◎クラフトの内容については、上記以外の教材も売店で販売しています。（要事前予約／別紙参照） 
荒雨天時用活動として注文していても、「返品不可」（買取）の教材もあります。ご注意ください。 

社教センターの体験活動一覧 
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トイレ 管理棟 

野外劇場 

たけのこ広場 

あじさい炊飯場 

野鳥観察小屋※ 

第１・2 駐車場 

センター本館 

野外炊飯場 

トイレ※ 
ハチ 
注意 

あじさい広場 

フェンス 

行き止まり 

行き止まり 

 

 

りんどう小屋 

 

坂道注意！ 

坂道注意！ 

 

 

 
すべり

やすい 

 

★
坂道注意！ 

ハ

ゼ 

ハゼ 

 

 

坂道注意！ 

貯
水
タ
ン
ク 

きずなの森 

※印の場所は、現在、使用 
できません。 

あおぞら展望台 
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篠栗 MAP 

① 

② 

③ 

④ 

①五塔ノ滝 
②南蔵院 

③樹芸の森公園 
④観音公園 



- 24 - 
 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 



- 25 - 
 



- 26 - 

 

F-９ きずなの森プログラム 
概 要  複数の課題解決型アクティビティにグループの仲間と協力しながら挑戦する活動 

ねらい 

自然に親しむ 仲間づくり・協調性 課題克服・達成感 

 

ＨＰ詳細へ 

○ ◎ ◎ 

歴史文化に親しむ 知識 創意・工夫 

  ○ 

条 件 

場所 きずなの森（裏山）、センター周辺 対象 小学生以上 

時間 
1.5～４時間程度 

※計画内容により変動 
人数 

100 名程度まで可能 

※活動数と同数の指導者は必要 

時期 通年 天候 晴天時 推奨 

準備物 
センターが貸し出すもの 団体が準備するもの 

□きずなの森道具（活動によって） 

□〈データ資料〉振り返りシート 

□水筒 □タオル □帽子 軍手 

□救急セット 

展 開 

※詳細は別冊「きずなの森実施マニュアル」を参照ください。 

１ 事前（当日までの準備） 

（１） 主旨やルールを把握する。 

（２） 事前踏査（下見）を行う。 

（３） コースや実施方法を決定する。 

（４） 活動グループの組み分けを行う。 

 

２ 活動（当日の流れ） 

（１） センター職員と指導者で活動場所の設営を行う。 

（２） 活動全体の概要、主旨の説明、スタート場所の確認 

（３） 各グループ、各スタート場所への移動 

（４） 「きずなの森プログラム」の実施 

〈各アクティビティの流れ（めやす時間）〉※２０分間設定のとき 

①アクティビティのルールの確認（１分） 

②試技（必要に応じて）    （４分） 

③目標設定の時間、作戦の確認 （５分） 

④挑戦する時間        （７分） 

⑤振り返る時間        （３分） 

（５） 全ての活動を終えたら、集合場所へ移動する。 

 

３ 事後（片付け） 

（１） 人員の確認、健康チェック 

（２） 道具の撤収、返却、終了の報告 

→撤収については、支援します。お声かけください。 

 ※この後の活動で、本活動を体験して感じたことや友達のよかったところなどを 

  振り返る時間を実施するとより効果が高まります。 

実施の 
留意点 

○ 活動場所の準備、片付けや道具の貸出は、当センター職員が支援しますが、基本的

には、団体の指導者主導の活動です。上記にもありますように、必ず十分な下見と

打合せを行い、実施をお願いします。 

○ 児童生徒の人員の確認、健康チェック、安全確認、指導者の役割分担を十分に行っ

てください。 

 

職員との打合せ、相談は随時受け付け
しています。本活動については、活動
の特性から数回の打合せを要します。
ご理解のほどよろしくお願いします。 
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国道２０１号線 
至福岡 

至飯塚 

×行き止まり 

×行き止まり 

野外劇場 

りんどう小屋 

トイレ 

第１・２駐車場 

たけのこ広場 

あじさい広場 

野外炊飯場 

センター 

グラウンド 

あじさい炊飯場 

 ６ 

 ４ 

 ５ 

 ２ 

 ３ 

   

ルパン二世 

ステップ 
× 

×行き止まり 

貯水タンク 

管理棟 

フェンス 

キーワード 
の迷宮 

アイランド 

バランス 
 ウォーク 

 ７ 

１ 「ブラインドスクエア」～モンタージュを完成させろ！～ 
２ 「ルパン二世」～時限爆弾を撤去せよ！～ 

３ 「アイランド」～３つの島を征服せよ！～ 
４ 「ステップ」～ボルタリングを克服せよ！～ 
５ 「バランスウォーク」～バランス保って渡りきれ！～ 
６ 「キーワードの迷宮」～迷路から脱出せよ！～ 
７ 「 ジャンボシーソー」～心を合わせて入れ替われ！～ 
８ 「ラインナップ」～知恵をしぼって並び替われ ！～ 
９ 「人口密度」～仲間を信頼して島へとびのれ！ 

１０ 「スパイダーネット」～力を合わせてくぐり抜けろ！～ 

トイレ 

 ８ 

スパイダー 
ネット 

 ９ 

 10 

ブラインドスクエア 

 

ラインナップ 

 

人口密度 

 

ジャンボシーソー 

 

 １ 

１・８・９は移動式 

あじさい広場、 

たけのこ広場、 

野外劇場等に設置 
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R-2 キャンドルのつどい 

概 要 
 キャンドルの火を囲み、歌や踊りなど楽しいスタンツ（出し物）を行い、連帯感や

友情を深めたり、研修のまとめや振り返る時間として自己を深く見つめたりするのに

適した活動 

ねらい 

自然に親しむ 仲間づくり・協調性 課題克服・達成感 

 

ＨＰ詳細へ 

 ○ ◎ 

歴史文化に親しむ 知識 創意・工夫 

   

条 件 

場所 体育館、プレイホール、講堂 対象 小学生以上 

時間 １～２時間程度 人数 
最大 200 名程度まで可能 

※場所により変動 

時期 通年 天候 全天候実施可 

料金 キャンドルのつどいセット（￥９５０）※ロウソク、燭台、衣装貸出含む 

準備物 

センターが貸し出すもの 団体が準備するもの 

□CD ラジカセ等放送器具 □マイク 

□衣装 □燭台 

□ロウソク受け（最大１０個貸出可） 

□料金（\950） 

□火器（マッチ、ライター等） 

□「交歓のつどい」で必要なもの 

展 開 

※詳細は「キャンプファイヤー・キャンドルのつどい実施マニュアル」を参照ください。 
１ 事前（当日までの準備） 
（１） 主旨や実施方法を把握する。（職員との打合せ、相談、随時受付あり） 
（２） 進行の流れを決め、歌や踊り、スタンツ等の準備、練習をする。 
 
２ 活動（当日の流れ） 
（１） 「キャンドルのつどい」の準備を行う。 

→事前の準備時間として、３０分程度確保をお願いします。 
 センター職員が支援します。お声かけください。 
 （燭台の準備、火の着け方、照明や放送機器について） 
 

（２） 「キャンドルのつどい」の実施（基本の３部構成で実施の時） 
①第１部 迎火のつどい 
⇒全員で輪になり中央の燭台を囲み、聖なる火を持つ火の神を迎え、 
 燭台のロウソクに点火するつどい 
②第２部 交歓のつどい 
⇒みんなで歌や踊り、ゲームを行い、楽しい雰囲気で友情を深める 
 つどい 
③第３部 送火のつどい 
⇒自分たちを照らしてくれた火に感謝し、仲間との一日を振り返る 
 つどい 
※ 迎火のつどい、送火のつどいについては、「進行例」の資料があります。 
 お問い合わせください。 

 
３ 事後（片付け） 
（１） 用具の回収、返却 
（２） 燭台を元の場所に戻し、燭台や床に垂れたロウの清掃 
（３） 終了の報告 

実施の 
留意点 

○ 「キャンドルのつどい」については、原則、「キャンドルのつどいセット」 
を購入し、実施をお願いします。（キャンドルの持込不可） 

○ 火の取り扱いには十分気をつけてください。 
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R-10 シャキョウレンジャーからの挑戦状（遊びリンピック） 

概 要 
 競技性のある体験活動を通して、課題に挑戦したり順位を競ったりする楽しさを体

験し、達成感を感じることのできる活動 

ねらい 

自然に親しむ 仲間づくり・協調性 課題克服・達成感 

ＱＲコード 

準備中 

 ○ ◎ 

歴史文化に親しむ 知識 創意・工夫 

  ○ 

条 件 

場所 研修室 他 対象 どなたでも 

時間 ６０～１２０分間 程度 人数 
～200 名でも 

※進め方等ご確認ください。 

時期 通年 天候 全天候型 

準備物 

センターが貸し出すもの 団体が準備するもの 

□各アクティビティ道具（別紙参照） 

□スタンプカード（案） 

□スタンプ、またはシール 

（アクティビティ数や人数による） 

□新聞紙 等 

□筆記用具 

展 開 

１ 事前（当日までの準備） 
（１） 進行の仕方や道具の設置方法、ルールを把握する。 
（２） 道具等の準備 
 
２ 活動（当日の流れ）〈別案参照〉 
（１） 各アクティビティのルール、流れの説明 

 
（２） アクティビティの実施（例） 

①スタートは人数を割り振っておき、決められたアクティビティから 
 始める。 
②合格してもしなくても、並び直して、再挑戦する。 
③合格したら、スタンプ（シール）をもらう。 
④空いているアクティビティを見つけ、自分のペースですべてのアク 
 ティビティに挑戦する。 
⑤すべてのスタンプを集めるとゴールとなる。 
※２周目以降は、「自分で決めた目標」で挑戦させるとよい。 
※各アクティビティで記録を掲示すると、目標設定しやすい。 

 
３ 事後（片付け） 
（１） 用具の回収、返却 
（２） 終了の報告 

実施の 
留意点 

◎活動の趣旨、進め方、道具の準備等、事前の打ち合わせが必要 
◎各アクティビティに 1名ずつ指導者（大人）が審判として入ることが望まし
い。子どもの実態に応じて、「セルフジャッジ」でさせてもよい。 

○研修者の実態に合わせて、進行方法や基本ルールなどは適宜変更して実施し
てもよいが、活動の趣旨を十分に考慮すること 
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R-10 シャキョウレンジャーからの挑戦状資料 

〈ミニアクティビティ一覧〉 
競技名 登って３周チャレンジ（動） 対 象 親 子 
概要 制限時間内（１分間）に、保護者（大人）の体にしがみつきながら、３周回る 

センター準備物 ストップウォッチ 団体持参物 なし 

競技名 慎重に運べ！ラケットリレー！（動） 対 象 個人・グループ 

概要 
制限時間内（３０秒間）に、ラケットにボールを乗せて、５ｍ先にあるゴールに 
ボールを何個いれるかを競う 

センター準備物 
タイマー メジャー 箱 卓球ラケット 卓
球ボール 

団体持参物 なし 

競技名 とばせ！遠くへ（動） 対 象 個人・グループ 
概要 スタートラインからスリッパを飛ばし、その飛距離を競う 

センター準備物 メジャー、ビニールテープ等（ライン用） 団体持参物 なし 

競技名 足踏み日本一！（動） 対 象 個人・グループ 
概要 その場で「もも上げ」を行い、制限時間内の回数で競う 

センター準備物 ストップウォッチ（タイマー） 団体持参物 なし 

競技名 跳んで！３０秒チャレンジ（動） 対 象 個人・グループ 
概要 制限時間内に、跳んだ縄跳びの回数で競う 

センター準備物 とび縄、ストップウォッチ（タイマー） 団体持参物 なし 

競技名 ほうきパターゴルフ（動） 対 象 個人・グループ 
概要 スタートラインから新聞紙球をほうきで打って、５回中何回ゴールに入れるかを競う 

センター準備物 ほうき、ちりとり 団体持参物 新聞紙 

競技名 玉入れ競争（動） 対 象 個人・グループ 
概要 スタートラインから５このボールを投げ、入れた数を競う 

センター準備物 箱・ボール５こ 団体持参物 なし 

競技名 紙ちぎりのばし！（静） 対 象 個人・グループ 
概要 制限時間内に、新聞を切らないようにちぎり、その長さを競う 

センター準備物 メジャー、 団体持参物 
新聞紙・ニールテ
ープ等（ライン用） 

競技名 写真（イラスト）でジグソーパズル（静） 対 象 個人・グループ 
概要 パズルを完成させる速さで競う 

センター準備物 パズル、ストップウォッチ 団体持参物 なし 

競技名 「の」の字を見つけ出せ！（静） 対 象 個人・グループ 
概要 制限時間内に新聞紙から「の」の字を見つけ、その数で競う 

センター準備物 マジックペン、ストップウォッチ（タイマー） 団体持参物 新聞紙 

競技名 ペットボトルキャップつかみ取り（静） 対 象 個人・グループ 
概要 右手、左手の両方の手でペットボトルキャップをつかんだ数を競う 

センター準備物 ペットボトルキャップ（多数）、箱、紙皿 団体持参物 なし 

競技名 エスパーサイコロ（静） 対 象 個人・グループ 
概要 制限時間内に、宣言した目とサイコロの出目が合った回数を競う 

センター準備物 サイコロ、ストップウォッチ（タイマー） 団体持参物 なし 

競技名 チームで絵しりとりリレー（静） 対 象 グループ・家族 
概要 制限時間内に、しりとりを「絵」を描いて行い、その数で競う。 

センター準備物 マジック、ストップウォッチ 団体持参物 模造紙 

競技名 めざせ！ビンゴ！（静） 対 象 個人・グループ 
概要 １～３０までの数字から９つの数字を選び、ビンゴが成立した数を競う。 

センター準備物 筆記用具、ホワイトボード 団体持参物 紙（A4用紙等）、 

競技名 みんなで挑戦！ボトルフリップ（静） 対 象 個人・グループ 
概要 ペットボトルを宙返りさせて投げ、着地させた回数を競う 

センター準備物 ペットボトル、水 団体持参物 なし 

競技名 ピンポンカップ（静） 対 象 個人・グループ 
概要 数ｍ先に置いた紙コップにピンポン玉をバウンドさせて入れた個数で競う 

センター準備物 テーブル、紙コップ等、ピンポン玉 団体持参物 なし 

※「スタンプカード」様式も準備できます。ご相談ください。 
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N-１ 野外炊飯活動 

概 要  野外で、仲間と役割分担し協力しながら、美味しい食事をつくる活動 

ねらい 

自然に親しむ 仲間づくり・協調性 課題克服・達成感 

 

ＨＰ詳細へ 

○ ○ ◎ 

歴史文化に親しむ 知識 創意・工夫 

 ○ ○ 

条 件 

場所 
あじさい野外炊飯場、野外炊飯

場 
対象 小学生以上 

時間 ４～５時間程度 人数 
170 名程度まで可能 

※１グループ最大１０名 

時期 通年 天候 全天候実施可 

メニュー 

料金 
別紙「利用の手引き」でご確認ください 

準備物 

センターが貸し出すもの 団体が準備するもの 

□調理道具セット 

□なた（各班１本） □ほうき 

□スコップ □火ばさみ（３本程度） 

□水筒 □タオル ■お皿・スプーン（コロナ対応） 

□マッチ □軍手 □新聞紙 □ふきん 

□スポンジ □亀の子たわし □洗剤 

展 開 

※詳細は「野外炊飯活動実施マニュアル（P60）」を参照ください。 
１ 事前（当日までの準備） 
（１）実施方法、準備物を把握する。（職員との打合せ、相談、随時受付あり） 
（２）野外炊飯場の下見を行う。 
（３）活動グループの組分けをし、役割分担を行う。 
 
２ 活動（当日の流れ） 
（１） 調理の仕方、貸出道具の確認、片付け方、薪割り、火熾しの説明 

→ センター職員が行います。直前に内容の最終確認をお願いします。 
（２） 「野外炊飯（調理）」の実施（カレーライスの場合） 

食材係 食器係 かまど係 
①食材を受け取る 

②「ご飯」の準備 

③食材を切る 

④使用済み道具を洗う 

⑤「カレー」調理補助 

⑥ヨーグルトサワーを受け取る 

①道具を受け取る 

②道具を洗う 

③食材を切る 

④使用済み道具を洗う 

 

⑤食事の準備 

①薪割りの仕方を知る 

②薪を割る 

③火を熾す 

④「ご飯」を炊く 

⑤「カレー調理」 

 

（３） 食事をする。 
（４） 片付けをする。 
３ 事後（片付け） 
（１）貸出し用具の点検を受ける。 
（２）用具セットや食材かご等の返却。 

実施の 
留意点 

○ 火や刃物を扱います。安全管理や指導の徹底をお願いします。 
○ 「片付け」→「食器点検」の時間までが「野外炊飯活動」です。余裕のある

時間設定をお願いします。 
○ 食材、道具の準備がありますので、「人数×グループ数」を事前にお知らせ

ください。 
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野外炊飯活動
マニュアル

福岡県立社会教育総合センター

学習サポート室

あじさい炊飯場 最大 １３０ 名（１３グループ）
野外炊飯場 最大 ４０ 名（ ４グループ）
合計 １７０ 名（１７グループ）

【最適活動人数】 … １グループ６～１０人程度
（それ以上は、用具の関係上不可。）

＜ 活動時間（目安） ＞

調理用具
セット

包丁（２本）、まな板（２枚）、ボウル（１つ）、ざる（１つ）、
大鍋（１つ）、ライスクッカー（１つ）、しゃもじ（２本）、
お玉（１本）、どんぶり（１つ）、ピーラー（１つ）、
スプーン（1本） ※やかん（基本はなし。必要に応じて貸出。）

その他 なた（各班１本）、ほうき、スコップ、火ばさみ（３本程度）

野外炊飯（カレーづくり）活動について

＜ センターから貸し出せる備品 ＞ ※レストランで食材購入時のみ

昼食 ９：００～１４：００
夕食 １３：３０～１８：００
※ 「片付け」の時間までが「野外炊飯活動」です。
※ 夕食づくりは、遅くても１５：００までに開始することが望ましいです。

＜ 野外炊飯場の収容人数 等 ＞
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活動の流れ（カレーづくり展開例）
①全体説明（指導員が全体説明を行います。）

②準備（３つの役割分担について）

【食材係】センター職員が同行します。
① 食堂へ食材を取りに行きます。
② 食材がそろっているか確認しましょう。
③ 食材を洗います。
④ 食材を切ります。（包丁を使用）
☆食材は小さく切っておきましょう。
☆カレーのルーも刻んでおくと、溶けやすくなります。

＝ ごみの処理について ＝
班毎に「お米が入っていた袋」に

ごみを入れる
↓

水色の指定ごみ袋にまとめる

【食器係】団体指導者が誘導をお願いします。（事前説明あり）
① 指定された場所から調理用具セットを受け取ります。
② 調理用具セットがそろっているか確認しましょう。
③ 調理用具を洗い、アルコールスプレーをします。
※当センターでは、クレンザーコーティングは行いません。

【かまど係】センター職員が説明を行いますが、必ず団体指導者が指導をお願いします。
① 薪を所定の場所で受け取ります。（センター職員が同行、案内します）
② 薪割りの説明を聞きます。
③ 薪割りを行います。（なたを使用・平たい場所で場所を指定するとよい）
④ 薪を組みます。（新聞紙・牛乳パック等の使用推奨）
⑤ 火をおこし、点火します。（ご飯の準備ができたタイミングで）

準備物 備考 準備物 備考

マッチ ライターでも可 スポンジ ×金たわし不可

軍手 滑り止めがないもの クレンザー 粉タイプ（頑固な汚れ用）

新聞紙 牛乳パック等でも可 洗剤

ふきん 食器用・台拭き用
アルコール
スプレー 食器用

うちわ ※「炭」の火おこしの場合のみ お皿・スプーン 紙皿・プラ容器等 ※コロナ対応

※ 焼き肉の場合：トング・バーベキュー用あみ60㎝×90㎝以上／ 焼そばの場合：鉄板

＜ 団体が準備するもの ＞
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【カレー】
① 野菜はなるべく小さく切ります。

肉は袋の上から手でほぐしましょう。（細かく切ってあります。）
② 鍋に食材を入れ、水を入れる。（野菜が浸る程度）
③ 火にかけましょう。
④ 具材に火が通り、柔らかくなっていたらルーをいれる。

（にんじんで確かめると良い）
⑥ ひとにたちしたらできあがり。

③ 調理

【ごはん（白米）】
※ 無洗米のため研ぐ必要はありませんが、気になる方はサッと洗ってください。
① お米をライスクッカーに入れます。
② 米の表面に中指をまっすぐ立てて、第二間接まで水を入れます。
③ ふたをして火にかけます。
④ ふたの周りから白い泡が出てきます。あわてないように。
⑤ 泡が出なくなったら、中身を確認しましょう。
⑥ 水気が無くなっていれば、火からおろし、蒸します。

○ カレーが出来上がったタイミングで、食堂裏口に「サワーヨーグルト（乳酸菌飲
料）」を受け取りに行きましょう。（食材係）

④ 食事

⑤ 片付け・自主点検チェックポイント

道 具 チェックポイント

食器、スプーン ・ぬめりがないか ※現在はコロナウイルス対策で団体が用意する

包丁 ・穴にルーがついていないか

まな板 ・においがしないか ・ぬめりがないか

大鍋、ライスクッカー
（やかん ※使用時）

・ぬめりがないか ・よごれがないか
・すすが付いていないか（鍋の裏側、取っ手の付け根など）

ボウル、ざる ・よごれが付いていないか

しゃもじ
・ぬめりがないか ・すすで汚れていないか
・お米がついてないか

お玉 ・ぬめりがないか

【洗い場】
① 流しや排水溝に生ごみなどは残ってい

ませんか
② 洗い場などにクレンザーがついていま

せんか
③ 地面に、ごみは落ちていませんか

【かまど】（指導者）
① 火が消えたら、スコップで灰捨て場に

灰を運びます。
② 煙が出なくなるまで、灰捨て場に水を

かけましょう。
※絶対に直接かまどへ水をかけない。

③ かまどに残った灰をほうきを使って、
掃き掃除してください。

【貸出備品】

◎ 洗った道具は、ふきんで水気をしっかり取って、テーブルに並べておきましょう。
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⑥センター職員による点検（食器点検）

【注意事項】
・ 水などで濡れた軍手は使用しないように注意をお願いします。
・ 活動中は野外炊飯場内をむやみに走らないようご指導お願いします。
・ 指導者は必ず全体を把握できるようにしておいてください。指導者も事前に役割分

担をし、安全に活動できるように努めましょう。
・ 片付け、食器点検合格までが「野外炊飯」活動です。研修者への事前の指導をお

願いします。次の利用団体に「美しい」道具と野外炊飯場をつなぎましょう。

【指導者】
◎ 各グループの片付けが概ね終わりそうになったら、電話（番号は下記参照）で、

または直接事務室に点検ができる旨を伝えてください。
⇒内線（１１７） ／ 外線（０９２－９４７－３５１１）

【研修生】
◎ 洗った道具の水気を、ふきんでしっかり取って、グループのテーブルの上に並べ

たら、点検準備の完了です。職員が来るのを待ちましょう。職員の姿があるとき
は、声をかけてください。

◎ 点検に無事「合格」したら、調理用具セットの返却をお願いします。（食器係を
中心に協力して運びましょう）

◎ 調理用具セット返却が終われば、活動終了です。指導者の指示に従い、忘れ物の
ないように次の活動場所へ移動しましょう。

食器点検の実施
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C-７ 森のクラフト（自然物を生かした工作活動） 

概 要 
 小枝や落ち葉、どんぐりなど山や森にある自然の素材の特徴を生かし、発想力や想

像力を働かせて作品を作る活動 

ねらい 

自然に親しむ 仲間づくり・協調性 課題克服・達成感 

 
◎  ○ 

歴史文化に親しむ 知識 創意・工夫 

  ◎ 

条 件 

場所 所外→研修室 対象 小学生以上 

時間 
およそ１～３時間程度 

※別途、素材集めの時間も必要 
人数 100 名程度 

時期 通年 天候 全天候実施可能 

料 金 ※売店にて、工作に必要な様々な物品や部品を事前注文、購入ができます。 
（別紙参照・要相談） 

準備物 

センターが貸し出しできるもの 団体が準備するもの（共通） 

□はさみ □のこぎり □小刀 

□カッター □グルーガン □はけ 

□延長コード（必要に応じて、要相談） 

□自然物（前もって準備するとき） 

□筆記用具 □ごみ袋 □新聞紙 

□各種消耗物品（マジック、ボンド等） 

展 開 

１ 事前（当日までの準備） 
（１） ねらいや工作内容を決める。（職員との打合せ、相談、随時受付あり） 

※工作内容については、いくつか提案できます。別紙参照。 
（２） 活動の流れを決める。（素材採集→工作・作業→片付け→振り返り） 
（３） 事前踏査（下見）を行い、素材採集の準備をする。 
 
２ 活動（当日の流れ） 
（１） 材料の採集について、作り方の手順について、諸注意（安全面、制限

時間、集合場所 等）の説明 
→ 内容に応じて、センター職員が行うことができます。（要相談） 
 

（２） 「森のクラフト」の実施（基本的な流れ） 
①裏山や施設周辺で、素材採集をする。 
※事前に行ったフィールド活動中に採取しておくことも可能。 
②集めた素材やその他の材料から、作品完成のイメージをもつ。 
③発想力や想像力を働かせて、思い思いに作品を作る。 

 
３ 事後（片付け） 
（１） 不要なものや用具を片付ける 
（２） お互いの作品を鑑賞し合い、褒め合ったり作品作りについて振り返っ

たりする。 
（３） 用具の返却、終了の報告 

実施の 
留意点 

(ア) 材料や用具等は、基本的に実施団体でご準備ください。上記、貸出物
品については数に限りがありますので、ご相談ください。 

(イ) 刃物や発熱する用具を扱うことがあります。事前指導を行い、安全な
実施をお願いします。 

(ウ) 季節によって採集できない自然素材もあります。山や森の草木をむや
みに折ったり切ったりしないでください。 
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C-8 森のクラフト 内容案 

案１：葉り絵工作 

 季節の落ち葉、木の実、枝などを採取し、グル

ーガンやボンドを使って、キャンバスや画用紙に

張り付けて作品をつくる活動 

 

 

 

 

 

「葉り絵工作」準備するもの 

□ごみ袋（150円）□自然物 □木工用ボンド 

□グルースティック □ニス（防腐剤） 

□ビニール袋（自然物入れとして） 

□キャンバス（ベニヤ板・ダンボールなど） 
 

案２：葉っぱのブローチ 

 植物の葉を採取し、グルーガンで葉の形や模様

を写し取り、ブローチをつくる活動 

 

 

 

 

 

 

「葉っぱのブローチ」準備するもの 

□ごみ袋（150 円） □植物の葉（みかんの葉な

ど） □新聞紙 □造花ピン □水性ニス 

□グルースティック（1つにつき 1～2本） 

□アクリル絵の具 □絵筆（小筆 推奨） 

□水入れ容器 □パレット（紙皿でも可） 

□ハンドクリーム（必要に応じて） 
 

案３：石の変身（ストーンアート） 

 自然に落ちている石の形や特徴を生かして、色

を塗ったり組み合わせたりして作品をつくる活動 

 

 

 

 

 

「石の変身」準備するもの 

□アクリル絵の具 □筆 □水入れ 

□パレット（紙皿など使い捨てが好ましい） 

□雑巾 □グルースティック（１人１～２本程

度） 
 

案４：自然アート 

 自然物を組み合わせたり、色を塗ったりして、

置物やキーホルダーなどをつくる活動 

 

 

 

 

 

「自然アート」準備するもの 

□ごみ袋（150円） 

□G リングやヒートン等（必要に応じて） 

□材料（どんぐり、台木、枝・葉など） 

□油性ホワイトマーカー □マジック 

□グルースティック □新聞紙 
 

案５：ささぐりドリームキャッチャー 

木の枝と毛糸を使い、ドリームキャッチャーをつくる活動 

「ささぐりドリームキャッチャー」準備するもの 

□ごみ袋（150円） □木の枝（２本以上） 

□毛糸（様々な色があるとよい） □結束帯（必要に応じて） 
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○教材等価格表（令和4年８月１日現在） 
 ２階 売店（レストラン前）で取り扱っています。 

「食数・教材申込票」による「事前注文」での販売となります。ご了承ください。 
品名（内容・量・備考） 単価（円） 品名（内容・量・備考） 単価（円） 

キャンプファイヤーセット 

（薪、枕木、衣装等貸出含む） 
１２００ 

パラフィン（ロウソクの素） 

（１ｋｇ・10～15人分） 
１８５０ 

キャンドルのつどいセット 

（ロウソク、燭台、衣装等貸出含む） 
９５０ 

ロウソクの芯 

（2.5ｍ・2０～25人分） 
４２０ 

古代ペンダントセット 

（高ろう石、紙やすり２種、ひも） 
２５０ 

焼杉セット 

（杉板、ヒートン、やすり、ひも） 
２５０ 

プラ板 

（B４判１枚・4～６人分） 
１７０ 

ヒートン・ひもセット 

（やすり付・予備として） 
８０ 

Gリング 

（キーホルダ金具・１つ） 
７０ 

ラミネートフィルム 

（はがき判・１枚） 
４０ 

ガスボンベ（１本） ２４０ 
ラミネートフィルム 

（定期券判・１枚） 
３０ 

薪（１束） ４００ 炭（６ｋｇ） １０５０ 

炭（３ｋｇ） ５４０ 炭（１０ｋｇ） １６４０ 

紙飛行機キット（１セット） ３４０ もえるごみ袋（大・１枚） １５０ 

凧キット（１セット） ７２０ もえるごみ袋（小・１枚） １００ 

砂絵キット（１セット） ３４０ もえないごみ袋（１枚） １５ 

うちわづくりキット 

（１セット） 
５７０ 空き缶・空き瓶用ごみ袋（１枚） １５ 

  ペットボトル用ごみ袋（１枚） １５ 

◎料金は税込です。単価につきましては変更の場合もございますので、あらかじめお問い

合わせください。 

☆キャンドルのつどい・古代ペンダント・焼き杉・プラホビー・しおりづくりを荒雨天プ

ログラムとして計画し、当日が晴天のために実施しない場合、返品（キャンセル）する

ことができます。それ以外の教材については買い取りになります。 

☆「工作キット」も取り揃えております。ご検討ください。 

☆野外炊飯活動で使う薪や炭は、レストランで食材を注文された場合、食材費に含まれて

います（薪はグループに１束、炭は人数による）。上記は「単品」または、「追加」注文

時の価格です。 
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― 事故を未然に防いで楽しい活動にしましょう ― 

野外活動は、自然の中での活動のため、安全上の注意を怠ると大きな事故につながりかねません。  

安全管理対策をしっかり行いましょう。 

 

 

１） 余裕のない活動計画では、参加者が疲労や注意力不足の状態となり、事故やケガにつながり

ます。無理のない計画を立てましょう。 

２） 下見や施設職員との事前打ち合わせは必ず行い、可能な限り危険を想定した、安全・安心な

活動に努めましょう。そのために引率者間の連携・共通理解が大切です。 

３） 子どもたちにとって野外の活動は、危険を予知したり回避するための能力を身につけたりす

る絶好の機会です。「危険だからやめなさい」ではなく、どこがどのように危険なのか、どう

したら危険を回避できるのかを考える機会をつくり、自分の身は自分で守る意識を持たせま

しょう。 

 

. 

１） 動植物 

 毒ヘビ、ハチ、ムカデ、マダニ、ハゼ、ウルシなど 

   ハチやハゼが多いポイント（P4 にあります）※ポイント以外にも出現あり 

２） 活動技術・地理的条件 

 なれない自然道で転ぶ、足をくじく、道に迷う、急斜面、岩場、狭い山道など 

３） 用具の活動技術 

 ナタやナイフによる切り傷、野外炊飯やキャンプファイヤーでのやけどなど 

４） 指導者側の過失 

 無理な計画、下見の未実施、引率者間の共通理解不足など 

 

 

１） 綿密な計画立案及び安全上のチェック 

２） 下見の実施と施設職員との打ち合わせ 

＊ 下見のポイント 

 コース及びエリアの確認、想定される危険と対処方法、引率者の配置 

 緊急車両の手配と輸送経路の確認、医療機関の確認 

３） 救急医薬品の準備 装備の消費期限も確認しましょう 

＊ 救急セット（例） 

 傷口を洗い流す水（ペットボトル）、体温計、消毒薬、絆創膏、三角巾、包帯、ガーゼ、 

サージカルテープ（ガーゼを止めるテープ）、湿布、生理用ナプキン、とげ抜き、虫よけ、 

抗ヒスタミン軟膏（かゆみ止め）、テーピングテープなど。※使用期限も確認しましょう。 

４） 参加者への連絡 

 常備薬の持参、活動に応じた服装の着用（帽子、長袖・長ズボン、スズメバチ対策として白

っぽい服装）、保護者の緊急連絡先の把握 

 

  

 

慌てずに周囲の状況や事故者の様子を把握し、冷静な判断をしましょう。状況に応じては、各

団体の判断で救急車を要請してください。また、事故対応後、事故の状況を社会教育総合センタ

ー（TEL 092-947-3511）にお知らせください。 

野外活動中の安全対策 

基本的な考え方 

危険な要素 

事前にしておくこと 

 

事故や傷病者が出たら 



- 87 - 

 

『スズメバチ』・『マダニ』に注意！ 
 

  

スズメバチは春先から秋（9 月がピーク）にかけて多く発生します。刺されないために、

次のことを注意してください。 

○ きずなの森（裏山）、米の山、若杉山、樹芸の森に入るときは、白っぽい服装にする 

○ 帽子をかぶる、首のまわりにタオルを巻くなど首や顔・頭を保護する 

○ きつい香水はつけない 

○ スズメバチが飛んできたら、騒がずにしゃがんで体勢を低くし、 

飛び去るのを待ち、速やかにその場を離れる 

○ コースを外れてしげみに入らない（どこに巣があるか分からない） 
 

 

 

① 針が残っていれば抜く 

② 水で刺傷部のまわりを洗い流す 

③ 保冷剤や氷で冷却する 

④ 刺傷部の軽い腫脹や発赤程度であれば、各団体で病院へ連れて行く 

  最寄の病院：篠栗病院（092-947-0711）／篠栗町大字尾仲 94 

＊ ただし下記の症状が見られたら、救急車を要請してください！ 

 アナフィラキシーショック 

○ 意識消失 

○ 呼吸困難   人工呼吸と心臓マッサージ実施 

○ 血圧低下（脈が低い）     （AED は第１事務室にあります） 

 ― 以下の症状も上記の症状へ移行する可能性があり、注意が必要です ― 

○ 全身に蕁麻疹
じんましん

や浮腫
ふ し ゅ

（むくみ）が見られる 

○ 激しい下痢、嘔吐、頭痛 

→ 以前にスズメバチに刺されたことがある人、アレルギー体質の人は 1時間以内

（早ければ 10 分以内）に上記の症状が出現することが多い。 

また、このような症状が出た場合には、自力歩行せずに早急に医療機関へ搬送してください。 

 

 

○森林や草むらなど、マダニが多い場所で活動する際には 

虫除けスプレーを使いましょう。また、長袖、長ズボン、 

足を完全に覆う靴を着用し、なるべく肌の露出を少なくしましょう。  

○活動中、体や衣服にマダニが付着していないか確認しましょう。 

○吸血中のマダニに気がついたら自分で取らずに受診しましょう。 

○森林や草むらなどで活動後、発熱や下痢、嘔吐などの症状が現れたら、病院で受診しましょう。 

スズメバチに刺されないため

に 

スズメバチに刺されたときの対応 

マダニによる感染症の注意

点 
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 診療科 病院名 診療時間 
※受付時間と異なる場合があります 

電話番号 

(092) 
住所 備考 

Ａ 救急 篠栗病院 
平 日 9:00～17:00 

土曜日 9:00～12:00 
947-0711 

〒811-2413 

篠栗町大字尾仲 94 

小児対応不可 

マムシ血清有 

Ｂ 救急 福岡青洲会病院 
平 日 9:00～17:00 

土曜日 9:00～12:30 
939-0010 

〒811-2316 

粕屋町長者原西 4—11—8 
 

Ｃ 
整形 

外科 

片井整形外科 

内科病院 

平 日 9:00～17:30 

土曜日 9:00～12:30 
938-4860 

〒811-2302 

粕屋町大隈 132-1 

土午後・日祝は 

急患のみ受付 

Ｄ 内科 三野原病院 
平 日 9:00～17:00 

土曜日 9:00～12:00 
947-0040 

〒811-2402 

篠栗町金出 3553 

小児対応 

不可 

E 
内科 

小児科 

消化器科 

やまのファミリー 

クリニック 

月火水金 8:00～18:０0 

木 土  8:00～12:30 
947-0310 

〒811-2405 

篠栗町篠栗 4857‐17 
 

F 眼科 はら眼科クリニック 
月水金 9:00～18:00 

火木土 9:00～12:00 
957-4141 

〒811-2405 

篠栗町篠栗 4915-2 
 

G 歯科 うえむら歯科医院 
平 日 9:00～19：00 
土曜日  9:00～13：00 
※第３土曜日休診 

947—6990 
〒811-2413 

篠栗町尾仲 425-1 
 

H 皮膚科 
木村ひふ科 

クリニック 

月火木金 9:00～18:00 
水曜日 9:00～12:30 
土曜日 9:00～16:00 

957-4129 
〒811-2413 

篠栗町尾仲 510‐1 
 

I 
耳鼻 

咽喉科 

毛利耳鼻咽喉科 

クリニック 

平 日 9:00～18:30 
土曜日 9:00～16:00 
（水午後・日曜祝日休診） 

931-4187 
〒811-2413 

篠栗町尾仲 513‐1 
 

J 
脳神経 

外科 

たかさき脳神経 

外科クリニック 

月火木金 8:45～18:00 

水 土  8:45～12:30 
931-5222 

〒811-2413 

篠栗町尾仲 101‐2 
 

内科 

歯科 

小児科 

粕屋中南部 

休日診療所 

日祝・お盆・年末年始 

9:00～17:00 
652-3119 

〒811-2501 

久山町大字久原 3168—1 
 

内科 

小児科 

福岡市 

急患診療センター 

平日  19:30～6:30 
土曜日  19：00～7:30 
日曜・祝日 9:00～7:30 

847-1099 

〒814-0001 

福岡市早良区百道浜 

1‐6‐9 

 

福岡県救急医療情報センター(24 時間病院紹介)  

電話：＃7119（092-471-0099） ※夜間や日曜・祝日はまず左記へ電話してください。 

※略図のため病院・駅等の位置 

関係と距離は比例していません。 

＊社会教育総合センターから最寄りの病院のみを載せています。 

病院受診が必要な場合は、第１事務室職員にご連絡ください。 

病院案内図 




